
就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 （ 平 成 十 八 年 徳 島 県 条 例 第 八 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 を 削 る 。

第 三 条 中 「 認 定 こ ど も 園 」 を 「 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 （ 次 条 、 別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 に お い て 単 に 「 認 定 こ ど も 園 」 と い う 。 ） 」 に 、 「 次

条 及 び 第 五 条 」 を 「 同 条 及 び 第 四 条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 二 条 と す る 。

第 四 条 の 前 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 を 第 三 条 と し 、 同 条 の 前 に 見 出 し と し て 「 （ 認 定 こ ど も 園 の 認 定 の 要 件 ） 」 を 付 し 、 第 五 条 を 第 四 条 と す る 。

第 六 条 を 第 十 八 条 と し 、 同 条 の 前 に 次 の 十 三 条 を 加 え る 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 ）

第 五 条 法 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 に つ い て は 、 次 条 か ら 第 十 七 条 ま で に 定 め る も の の

ほ か 、 法 第 十 三 条 第 二 項 に 規 定 す る 主 務 省 令 で 定 め る 基 準 の 例 に よ る 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 非 常 災 害 対 策 に 係 る 基 準 ）

第 六 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お い て は 、 軽 便 消 火 器 等 の 消 火 用 具 、 非 常 口 そ の 他 非 常 災 害 に 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に 、 非 常 災 害 に 対 す る 具 体 的 計 画

を 立 て 、 こ れ に 対 す る 不 断 の 注 意 と 訓 練 を す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。

2 前 項 の 訓 練 の う ち 、 避 難 及 び 消 火 に 対 す る 訓 練 は 、 少 な く と も 毎 月 一 回 は 、 こ れ を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

第 八 号

就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の

よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 六 年 九 月 二 十 五 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 八 号 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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3 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 第 一 項 の 非 常 災 害 に 対 す る 具 体 的 計 画 を 立 て る 際 に は 、 施 設 の 立 地 環 境 を 考 慮 す る と と も に 、 当 該 計 画 の 内 容 を 、 適 切 な 方 法

に よ り 定 期 的 に 職 員 、 園 児 （ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に 在 籍 す る 子 ど も を い う 。 次 条 、 第 八 条 及 び 第 十 条 か ら 第 十 三 条 ま で に お い て 同 じ 。 ） 及 び 関 係 者 に 周

知 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

4 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 施 設 の 特 性 に 応 じ 、 相 互 に 連 携 し て 非 常 災 害 時 に お け る 被 災 者 の 支 援 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 食 育 の 推 進 に 係 る 基 準 ）

第 七 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 園 児 の 健 全 な 食 生 活 の 実 現 及 び 健 全 な 心 身 の 成 長 が 図 ら れ る よ う 、 食 育 に 関 す る 計 画 の 立 案 並 び に 指 導 及 び 助 言 を 担 当 す

る 職 員 の 配 置 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 健 康 の 保 持 増 進 に 係 る 基 準 ）

第 八 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 園 児 の 心 身 の 健 康 の 保 持 増 進 を 図 る た め 、 健 康 に 関 す る 情 報 の 収 集 、 整 理 及 び 活 用 を 担 当 す る 職 員 の 配 置 に 努 め な け れ ば

な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 地 域 と の 交 流 に 係 る 基 準 ）

第 九 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 施 設 の 運 営 に 支 障 の な い 範 囲 内 で 、 地 域 と の 交 流 を 図 る た め に 当 該 施 設 の 一 部 を 使 用 す る こ と が で き る 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 乳 児 室 及 び ほ ふ く 室 に 係 る 基 準 ）

第 十 条 第 五 条 の 規 定 に よ り そ の 例 に よ る こ と と さ れ る 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 学 級 の 編 制 、 職 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 二 十 六 年
内 閣 府
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令

第 一 号 ） 第 六 条 第 三 項 中 「 乳 児 室 、 ほ ふ く 室 」 と あ る の は 、 「 乳 児 室 （ 満 二 歳 未 満 の 園 児 で あ っ て 、 ほ ふ く を し な い も の を 保 育 す る 部 屋 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、

ほ ふ く 室 （ 満 二 歳 未 満 の 園 児 で あ っ て 、 ほ ふ く を す る も の を 保 育 す る 部 屋 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 と す る 。

2 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 一 の 部 屋 に お い て 乳 児 室 （ 満 二 歳 未 満 の 園 児 で あ っ て 、 ほ ふ く を し な い も の を 保 育 す る 部 屋 を い う 。 ） 及 び ほ ふ く 室 （ 満 二 歳

未 満 の 園 児 で あ っ て 、 ほ ふ く を す る も の を 保 育 す る 部 屋 を い う 。 ） の 運 営 を 行 う 場 合 に は 、 こ れ ら を 適 切 な 方 法 で 区 画 す る こ と に よ り 、 保 育 す る 園 児 の 安 全

に 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 教 育 及 び 保 育 の 環 境 の 向 上 に 係 る 基 準 ）

第 十 一 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 園 児 の 保 護 者 の 労 働 時 間 そ の 他 家 庭 の 状 況 等 を 考 慮 し て 、 保 育 を 必 要 と す る 子 ど も に 該 当 す る 園 児 に 対 す る 教 育 及 び 保

育 （ 満 三 歳 未 満 の 園 児 に つ い て は 、 そ の 保 育 。 以 下 こ の 条 か ら 第 十 四 条 ま で 及 び 第 十 七 条 に お い て 同 じ 。 ） の 時 間 の 延 長 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 、 教 育 及

び 保 育 の 環 境 の 向 上 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 園 児 の 環 境 を 大 切 に す る 心 の 育 成 等 に 係 る 基 準 ）
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第 十 二 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 教 育 及 び 保 育 を 行 う に 当 た っ て は 、 園 児 が 自 然 と 触 れ 合 う 機 会 を 設 け る と と も に 、 園 児 の 環 境 を 大 切 に す る 心 の 育 成 に

努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 保 護 者 へ の 援 助 に 係 る 基 準 ）

第 十 三 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 教 育 及 び 保 育 を 行 う 園 児 の 保 護 者 に 対 し て 必 要 な 助 言 そ の 他 の 援 助 を 行 う 場 合 に は 、 個 室 そ の 他 の 個 人 情 報 に 配 慮 し た

適 切 な 環 境 で 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 子 育 て 支 援 に 係 る 基 準 ）

第 十 四 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 そ の 地 域 の 住 民 に 対 し 、 そ の 行 う 教 育 及 び 保 育 に 関 す る 情 報 を 広 く 提 供 す る こ と に よ り 、 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 の 拠

点 と し て の 役 割 を 果 た す よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

2 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 法 第 二 条 第 十 二 項 に 規 定 す る 子 育 て 支 援 事 業 の う ち 二 以 上 の 事 業 を 、 週 三 日 以 上 実 施 し な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 情 報 の 開 示 に 係 る 基 準 ）

第 十 五 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 保 護 者 が 多 様 な サ ー ビ ス を 適 切 に 選 択 で き る よ う 、 情 報 を 開 示 し な け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 特 に 配 慮 が 必 要 な 子 ど も の 受 入 れ に 係 る 基 準 ）

第 十 六 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 入 園 す る 子 ど も の 選 考 に 際 し て は 、 児 童 福 祉 の 向 上 を 図 る 観 点 か ら 特 に 配 慮 が 必 要 な 子 ど も の 受 入 れ に 適 切 に 配 慮 し な

け れ ば な ら な い 。

（ 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に お け る 運 営 の 状 況 に 関 す る 評 価 等 に 係 る 基 準 ）

第 十 七 条 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 は 、 運 営 の 状 況 に 関 す る 自 己 評 価 、 外 部 評 価 等 に お い て 子 ど も の 視 点 に 立 っ た 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 の 公 表 等 を 通 じ て 教 育

及 び 保 育 の 質 の 向 上 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。

別 表 第 一 中 「 第 四 条 関 係 」 を 「 第 三 条 関 係 」 に 改 め 、 同 表 の 第 一 の 一 の 1 の 後 段 を 削 り 、 同 一 の 2 中 「 保 育 」 を 「 教 育 及 び 保 育 」 に 改 め 、 同 2 の ㈢ を 削 り 、

同 2 の ㈣ 中 「 一 日 に 八 時 間 程 度 利 用 す る 子 ど も （ 以 下 「 長 時 間 利 用 児 」 と い う 。 ） 」 を 「 子 ど も 」 に 改 め 、 同 2 の ㈣ を 同 2 の ㈢ と し 、 同 2 の ㈤ 中 「 長 時 間 利 用 児 」

を 「 子 ど も 」 に 改 め 、 同 2 の ㈤ を 同 2 の ㈣ と し 、 同 一 の 3 中 「 保 育 」 を 「 教 育 及 び 保 育 」 に 改 め 、 同 一 の 4 中 「 保 育 に 」 を 「 教 育 及 び 保 育 に 」 に 、 「 又 は 同 条

第 四 項 」 を 「 若 し く は 同 条 第 四 項 」 に 改 め 、 「 児 童 福 祉 法 」 の 下 に 「 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 」 を 加 え 、 同 第 一 の 二 の 1 中 「 幼 稚 園 教 育 要 領 」 を 「 法

第 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 教 育 ・ 保 育 要 領 （ 平 成 二 十 六 年
内 閣 府
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告 示 第 一 号 ） を 踏 ま え る と と も に 、 幼 稚 園 教 育 要 領 」 に 改 め 、 同 第

一 の 四 中 「 第 二 条 第 六 項 」 を 「 第 二 条 第 十 二 項 」 に 改 め 、 同 第 一 の 五 の 1 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 改 め 、 同 五 の 2 中 「 保 育 に 」 を 「 教 育 及 び 保 育 に 」 に 改 め 、

同 五 の 3 中 「 保 育 に 欠 け る 子 ど も 」 を 「 保 育 を 必 要 と す る 子 ど も 」 に 、 「 保 育 時 間 」 を 「 教 育 及 び 保 育 の 時 間 」 に 改 め 、 同 表 の 第 二 の 一 の 1 の 本 文 中 「 長 時 間
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利 用 児 の 保 育 」 を 「 保 育 所 と 同 様 に 一 日 に 八 時 間 程 度 利 用 す る 子 ど も （ 以 下 「 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 」 と い う 。 ） の 教 育 」 に 改 め 、 同 1 の た だ し 書 、 ㈠

及 び ㈢ 中 「 長 時 間 利 用 児 の 保 育 」 を 「 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 の 教 育 」 に 改 め 、 同 一 の 2 に 次 の よ う に 加 え る 。

㈤ 認 定 こ ど も 園 の 子 ど も に 対 す る 食 事 の 提 供 に つ い て 、 当 該 認 定 こ ど も 園 内 で 調 理 す る 方 法 に よ り 行 う 子 ど も の 数 が 二 十 人 に 満 た な い 場 合 は 、 当 該

食 事 の 提 供 を 行 う 認 定 こ ど も 園 は 、 ㈠ の 規 定 に か か わ ら ず 、 調 理 室 を 備 え な い こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 認 定 こ ど も 園 に お い て は 、 当

該 食 事 の 提 供 に つ い て 当 該 方 法 に よ り 行 う た め に 必 要 な 調 理 設 備 を 備 え な け れ ば な ら な い 。

別 表 第 一 の 第 二 の 二 の 1 の ㈠ 中 「 長 時 間 利 用 児 及 び 短 時 間 利 用 児 に 共 通 す る 」 を 「 満 三 歳 以 上 の 子 ど も で あ っ て 、 幼 稚 園 と 同 様 に 一 日 に 四 時 間 程 度 利 用 す る

も の 及 び 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 に 共 通 の 四 時 間 程 度 の 」 に 改 め 、 同 1 の ㈢ 中 「 長 時 間 利 用 児 」 を 「 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 」 に 改 め 、 同 二 の 2 の ㈠

の ()2 中 「 面 積 は 、 」 の 下 に 「 満 二 歳 以 上 の 」 を 加 え 、 同 第 二 の 三 中 「 認 可 外 保 育 施 設 に 」 を 「 保 育 機 能 施 設 に 」 に 改 め 、 同 三 の 1 の ㈣ 中 「 長 時 間 利 用 児 」 を 「 教

育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 」 に 改 め 、 同 三 の 2 の ㈡ の た だ し 書 中 「 ()1 」 を 「 ()1 及 び ()3 」 に 改 め 、 同 2 の ㈡ の ()1 中 「 認 可 外 保 育 施 設 」 を 「 保 育 機 能 施 設 」 に 改 め 、

同 2 の ㈡ の ()2 中 「 面 積 は 、 」 の 下 に 「 満 二 歳 以 上 の 」 を 加 え 、 同 2 の ㈡ に 次 の よ う に 加 え る 。

()3 保 育 室 又 は 遊 戯 室 の 面 積 は 、 満 二 歳 以 上 満 三 歳 未 満 の 子 ど も 一 人 に つ き 一 ・ 九 八 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。

別 表 第 一 の 第 二 の 三 の 2 の ㈣ 中 「 認 可 外 保 育 施 設 」 を 「 保 育 機 能 施 設 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 二 （ 第 四 条 関 係 ）

一 職 員

1 認 定 こ ど も 園 に は 、 長 と し て 、 教 育 、 保 育 及 び 子 育 て 支 援 に 関 し 優 れ た 識 見 を 有 す る 者 を 置 く こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、 認 定 こ ど も 園 の 長 は 、 当 該 認

定 こ ど も 園 を 構 成 す る 施 設 の 長 を 兼 ね る こ と が で き る も の と す る 。

2 教 育 及 び 保 育 に 従 事 す る 者 の 数 が 、 次 に 掲 げ る 数 を 合 算 し て 得 た 数 （ そ の 数 に 一 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 し て 得 た 数 ） 以 上 で あ る こ

と 。
㈠ 満 一 歳 未 満 の 子 ど も の 数 を 三 で 除 し て 得 た 数 （ そ の 数 に 小 数 点 以 下 一 位 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て て 得 た 数 ）

㈡ 満 一 歳 以 上 満 三 歳 未 満 の 子 ど も の 数 を 六 で 除 し て 得 た 数 （ そ の 数 に 小 数 点 以 下 一 位 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て て 得 た 数 ）

㈢ 満 三 歳 以 上 満 四 歳 未 満 の 子 ど も の 数 を 二 十 で 除 し て 得 た 数 （ そ の 数 に 小 数 点 以 下 一 位 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て て 得 た 数 ）

㈣ 満 四 歳 以 上 の 子 ど も の 数 を 三 十 で 除 し て 得 た 数 （ そ の 数 に 小 数 点 以 下 一 位 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て て 得 た 数 ）

3 教 育 及 び 保 育 に 従 事 す る 者 は 、 常 時 二 人 以 上 配 置 さ れ て い る こ と 。

4 共 通 利 用 時 間 に お い て は 、 満 三 歳 以 上 の 子 ど も に つ い て 学 級 を 編 制 し 、 そ れ ぞ れ の 学 級 を 少 な く と も 一 人 の 学 級 担 任 に 担 当 さ せ る こ と 。 こ の 場 合 に お
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い て 、 一 学 級 の 子 ど も の 数 は 、 三 十 五 人 以 下 を 原 則 と す る 。

5 満 三 歳 未 満 の 子 ど も の 保 育 に 従 事 す る 者 は 、 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 で あ る こ と 。

6 満 三 歳 以 上 の 子 ど も の 教 育 及 び 保 育 に 従 事 す る 者 は 、 幼 稚 園 教 員 免 許 状 所 有 者 又 は 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 で あ る こ と 。

7 6 の 規 定 に か か わ ら ず 、 学 級 担 任 は 、 幼 稚 園 教 員 免 許 状 所 有 者 で あ る こ と 。

8 6 の 規 定 に か か わ ら ず 、 満 三 歳 以 上 の 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 の 保 育 に 従 事 す る 者 は 、 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 で あ る こ と 。 た だ し 、 当 該 教 育 及

び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 の 保 育 に 従 事 す る 者 を 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 と す る こ と が 困 難 な 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す と き は 、 幼 稚 園 教 員 免

許 状 所 有 者 を 当 該 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 の 保 育 に 従 事 す る 者 と す る こ と が で き る 。

㈠ 当 該 幼 稚 園 教 員 免 許 状 所 有 者 の 意 欲 、 適 性 、 能 力 等 を 考 慮 し て 当 該 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 の 保 育 に 従 事 す る 者 と す る こ と が 適 当 と 認 め ら れ る

こ と 。

㈡ 当 該 幼 稚 園 教 員 免 許 状 所 有 者 が 保 育 士 の 資 格 の 取 得 に 向 け た 努 力 を 行 っ て い る こ と 。

㈢ 当 該 教 育 及 び 保 育 時 間 相 当 利 用 児 の 保 育 に 従 事 す る 者 の 三 分 の 一 以 上 が 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 で あ る こ と 。

二 施 設 設 備

1 連 携 施 設 を 構 成 す る 幼 稚 園 及 び 保 育 機 能 施 設 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 用 に 供 さ れ る 建 物 及 び そ の 附 属 設 備 （ 以 下 「 建 物 等 」 と い う 。 ） は 、 同 一 の 敷 地

内 又 は 隣 接 す る 敷 地 内 に あ る こ と 。 た だ し 、 建 物 等 を 同 一 の 敷 地 内 又 は 隣 接 す る 敷 地 内 に 設 置 す る こ と が 困 難 な 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 満 た す

と き は 、 こ の 限 り で な い 。

㈠ 子 ど も に 対 す る 教 育 及 び 保 育 の 適 切 な 提 供 が 可 能 で あ る こ と 。

㈡ 子 ど も の 移 動 時 の 安 全 が 確 保 さ れ て い る こ と 。

2 調 理 室 を 設 け て い る こ と 。

3 次 の ㈠ 及 び ㈡ の 要 件 を 満 た し て い る こ と 。 た だ し 、 既 存 施 設 が 認 定 を 受 け る 場 合 に あ っ て は 、 ㈠ 及 び ㈢ の 要 件 を 満 た し て い る こ と 。

㈠ 連 携 施 設 の 建 物 の 面 積 （ 満 二 歳 以 上 満 三 歳 未 満 の 子 ど も の 保 育 の 用 に 供 す る 保 育 室 、 遊 戯 室 そ の 他 の 施 設 設 備 の 面 積 及 び 満 二 歳 未 満 の 子 ど も の 保 育

の 用 に 供 す る 乳 児 室 、 ほ ふ く 室 そ の 他 の 施 設 設 備 の 面 積 を 除 く 。 ） は 、 次 の 表 に 掲 げ る 要 件 を 満 た し て い る こ と 。

学 級 数 面 積 （ 平 方 メ ー ト ル ）

一 学 級

二 学 級 以 上

180

320＋100×（学級数－2）
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㈡ 保 育 室 又 は 遊 戯 室 の 面 積 は 、 満 二 歳 以 上 の 子 ど も 一 人 に つ き 一 ・ 九 八 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。

㈢ 保 育 室 又 は 遊 戯 室 の 面 積 は 、 満 二 歳 以 上 満 三 歳 未 満 の 子 ど も 一 人 に つ き 一 ・ 九 八 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。

4 屋 外 遊 戯 場 の 面 積 は 、 次 の ㈠ 及 び ㈡ の 要 件 を 満 た し て い る こ と 。 た だ し 、 既 存 施 設 が 認 定 を 受 け る 場 合 に あ っ て は 、 ㈡ の 要 件 を 満 た し て い る こ と 。

㈠ 満 二 歳 以 上 の 子 ど も 一 人 に つ き 三 ・ 三 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。

㈡ 次 の 表 に 掲 げ る 面 積 に 満 二 歳 以 上 満 三 歳 未 満 の 子 ど も に つ い て ㈠ に よ り 算 定 し た 面 積 を 加 え た 面 積 以 上 で あ る こ と 。

学 級 数 面 積 （ 平 方 メ ー ト ル ）

二 学 級 以 下

三 学 級 以 上

330＋30×（学級数－1）

400＋80×（学級数－3）

5 子 ど も に 食 事 を 提 供 す る と き は 、 認 定 こ ど も 園 内 で 調 理 す る 方 法 に よ り 行 う こ と 。 た だ し 、 満 三 歳 以 上 の 子 ど も に 対 す る 食 事 の 提 供 に つ い て は 、 子 ど

も の 発 育 に 応 じ た 食 事 の 提 供 が 確 保 さ れ て い る と 認 め ら れ る 場 合 に 限 り 、 認 定 こ ど も 園 外 で 調 理 し 、 搬 入 す る 方 法 に よ り 行 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 に

お い て は 、 当 該 方 法 に よ る こ と と し て も な お 認 定 こ ど も 園 に お い て 行 う こ と が 必 要 な 調 理 の た め の 加 熱 、 保 存 等 の 調 理 機 能 を 有 す る 設 備 を 備 え る も の と

す る 。

6 認 定 こ ど も 園 の 子 ど も に 対 す る 食 事 の 提 供 に つ い て 、 当 該 認 定 こ ど も 園 内 で 調 理 す る 方 法 に よ り 行 う 子 ど も の 数 が 二 十 人 に 満 た な い 場 合 は 、 当 該 食 事

の 提 供 を 行 う 認 定 こ ど も 園 は 、 2 の 規 定 に か か わ ら ず 、 調 理 室 を 備 え な い こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 認 定 こ ど も 園 に お い て は 、 当 該 食 事 の

提 供 に つ い て 当 該 方 法 に よ り 行 う た め に 必 要 な 調 理 設 備 を 備 え な け れ ば な ら な い 。

7 満 二 歳 未 満 の 子 ど も の 保 育 を 行 う 場 合 に は 、 乳 児 室 又 は ほ ふ く 室 を 設 け て い る こ と 。

8 乳 児 室 の 面 積 は 、 満 二 歳 未 満 の 子 ど も 一 人 に つ き 一 ・ 六 五 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。

9 ほ ふ く 室 の 面 積 は 、 満 二 歳 未 満 の 子 ど も 一 人 に つ き 三 ・ 三 平 方 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。

三 教 育 及 び 保 育 の 内 容

1 法 第 六 条 の 規 定 に 基 づ き 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 教 育 ・ 保 育 要 領 を 踏 ま え る と と も に 、 幼 稚 園 教 育 要 領 及 び 保 育 所 保 育 指 針 に 基 づ い た 教 育 及 び 保 育

を 一 体 的 に 行 う こ と 。

2 認 定 こ ど も 園 に 固 有 の 事 情 に 配 慮 し た 教 育 及 び 保 育 を 行 う こ と 。

四 職 員 の 資 質 向 上
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1 認 定 こ ど も 園 の 職 員 は 、 必 要 な 知 識 及 び 技 能 の 修 得 に 努 め る こ と 。

2 認 定 こ ど も 園 は 、 職 員 に 対 し 、 そ の 資 質 の 向 上 の た め の 研 修 の 機 会 を 確 保 す る こ と 。

五 子 育 て 支 援

法 第 二 条 第 十 二 項 に 規 定 す る 子 育 て 支 援 事 業 の う ち 二 以 上 の 事 業 を 、 週 三 日 以 上 実 施 す る こ と 。

六 管 理 運 営 等

1 認 定 こ ど も 園 の 長 は 、 全 て の 職 員 の 協 力 を 得 な が ら 一 体 的 な 管 理 運 営 を 行 う こ と 。

2 認 定 こ ど も 園 の 設 置 者 は 、 満 三 歳 以 上 の 子 ど も の 教 育 及 び 保 育 に 従 事 す る 者 に つ い て は 、 教 育 職 員 免 許 法 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 幼 稚 園 の 教 諭 の 普 通

免 許 状 及 び 保 育 士 の 資 格 を 有 す る 者 を 置 く よ う 努 め る こ と 。

3 保 育 を 必 要 と す る 子 ど も に 対 す る 教 育 及 び 保 育 の 時 間 は 、 一 日 に つ き 八 時 間 を 原 則 と し 、 子 ど も の 保 護 者 の 労 働 時 間 そ の 他 の 家 庭 の 状 況 等 を 考 慮 し て

認 定 こ ど も 園 の 長 が 定 め る こ と 。

4 保 護 者 が 多 様 な サ ー ビ ス を 適 切 に 選 択 で き る よ う 、 情 報 を 開 示 す る こ と 。

5 入 園 す る 子 ど も の 選 考 に 際 し て は 、 児 童 福 祉 の 向 上 を 図 る 観 点 か ら 特 に 配 慮 が 必 要 な 子 ど も の 受 入 れ に 適 切 に 配 慮 す る こ と 。

6 耐 震 、 防 災 、 防 犯 等 子 ど も の 健 康 及 び 安 全 を 確 保 す る 体 制 を 整 え る こ と 。

7 自 己 評 価 、 外 部 評 価 等 に お い て 子 ど も の 視 点 に 立 っ た 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 の 公 表 等 を 通 じ て 教 育 及 び 保 育 の 質 の 向 上 を 図 る こ と 。

8 認 定 こ ど も 園 は 、 そ の 建 物 又 は 敷 地 の 公 衆 の 見 や す い 場 所 に 、 当 該 施 設 が 認 定 こ ど も 園 で あ る 旨 の 表 示 を す る こ と 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 六 十 六 号 ） の 施 行 の 日

（ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 施 行 す る 。

2 施 行 日 か ら 起 算 し て 五 年 間 は 、 改 正 後 の 別 表 第 一 の 第 一 の 一 の 2 及 び 別 表 第 二 の 一 の 2 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 日 の 前 日 に お い て 現 に 存 す る 幼 保 連 携 型

認 定 こ ど も 園 以 外 の 認 定 こ ど も 園 の 職 員 配 置 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る こ と が で き る 。

提 案 理 由

就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る

基 準 を 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

再校
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